
 

 ⼤学院特別講義  
 

新潟脳神経研究会特別例会の御案内 
 

⽇ 時：令和８年１⽉ 20 ⽇(⽕)17:00〜17:45 
場  所：脳研究所 A 棟 １階 検討会室 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ヒト中枢神経系は、たった⼀つの受精卵から発⽣プログラムを経て各脳領
域に分化し、複雑な器官を形成します。私たちは、臓器を作る⼒を持つ幹
細胞を、増殖因⼦や細胞外微⼩環境、転写制御の観点からエンジニアリン
グすることで、器官様構造“オルガノイド”を創出する、複数の先駆的研究
を報告して参りました。オルガノイドは、種特異的な特徴やその過程の⼀
端をイメージングできるだけでなく、薬剤スクリーニングなどと組み合わ
せて、『分⼦発掘ツール』としても利⽤可能であることを⽰してきました。
前半では、このような視点に⽴ち、過去 15 年間のオルガノイド黎明期を概
説するとともに、私たちが取り組んできた、各脳領域の分化様式を説明す
るメカニズム、さらに代謝・発⽣プログラムを結びつける分⼦機序につい
てご紹介いたします。後半では、新たな試みとして、中枢神経系の病態の
⼀端を再現するモデルの基盤技術開発についてお話しさせていただきます。
本講演を通じて、オルガノイドが可能にする⽣命医学研究について、皆様
とともに考察してまいりたいと存じます。 
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オルガノイドが切り拓く中枢神経系研究 

どうぞ奮ってご参加ください。  
（担当：脳研究所 脳神経外科学分野・システム脳病態学分野/上野研究室） 


